
事  務  連  絡 

令和７年９月 16 日 

 

（特定行政庁）建築主務課 御中 

 

国土交通省住宅局建築指導課 

建築物事故調査・防災対策室 

 

 

 

静岡県におけるメリーゴーラウンド事故の再発防止策について 

 

 

 日頃より建築行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

令和７年８月６日付け事務連絡「ＢＥＲＴＡＺＺＯＮ社製メリーゴーラウンドの設

置状況に関する調査について」により情報共有した、静岡県におけるメリーゴーラウ

ンド事故について、当該事故機の再発防止策に関して別紙の通り報告内容をまとめま

したので、同社製のメリーゴーラウンドの所有者及び運行管理者に対する指導の参考

に情報共有します。 

 

 

 

 



静岡県のメリーゴーラウンド事故について

事故の概要
児童が、メリーゴーラウンド2階の上下可動する馬の客席に乗車し、停止時に客席下の可動部に左足
親指を挟みこんだ状態となった。（児童は左足親指骨折）。

再発防止策
⚫従来より行っている運転前の目視・指差し確認に加え、乗車時の乗車姿勢について正しい姿勢で乗車
するように口頭による案内の実施。
（口頭案内内容「乗車中は手すりを握って足は延ばした状態でご乗車ください。」）

⚫負傷事案による挟まれ部分に、ゴム製カバーを可動部に取り付け。  

馬の客席 馬の客席（挟まれ部分拡大） 再発防止策（ゴム製カバー取付）

別紙


	【別紙】静岡県のメリーゴーラウンド事故について.pdf
	スライド 1: 静岡県のメリーゴーラウンド事故について


